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先端的な教育学研究演習授業の実践とそのグローバル化への試み
〜過去年間の米国研修総括と今後の課題〜
Practical approach to innovate and globalize junior education seminar class
― A summary of Spokane study tour in past five years and its future issues ―
藤 木 大 三 ＊
Abstract
The purpose of this study is to summarize annual Spokane study tour especially offered to junior
education seminar students in past five years from 2011 to 2015 academic year. This two‒week tour,
co‒hosted by Whitworth University located in Spokane,Washington, USA, was originated in 1993 as a
part of then Seiwa college womenʼ s touch football teamʼ s biannual Spokane visits, and has been
recognized as the only available oversea educational tour among junior education seminar classes. The
main focus of the tour is to visit numerous local schools including public and private elementary schools,
preschool, daycare, charter schools, and homeschool settings to share some traditional Japanese games
and plays as Karuta, Fukuwarai, and Menko with American children. Also, as a part of cultural and
intellectual experiences, the tour consists of a three‒day weekend homestays, a sharing with
Whitworthʼs Japanese class students, and a conferencewithWhitworth educationmajors, besides these
school visits to interactwith students. Thus, the tour has become distinct from other similar programs
whichmostly focused upon participantsʼ English skills only, but this traditionally human connected tour
has solidified seminar students as a whole and strengthened them to be a better person for their
upcoming future.
キーワード：海外研修、小学校外国語活動、チャータースクール
［］はじめに
周知の通り、文科省は「グローバル化に対応した
小学校英語教育改革実施計画」を提示し、2011年度
より既に施行されている「	年生以上」の「外国語
活動」を2020年度より教科化すると共に、新たに
「
年生」以上の必修化を図ろうとしており注1)、我
が国における英語教育の若年化には、今後益々拍車
がかかることが予想される。こうした、小学校英語
教育の一層の充実化に伴い、そうした授業の担い手
である学級担任者を育成するために、教員養成系大
学や学部では、近い将来「英語科教育法」等の教科
指導のためのカリキュラム整備は当然のこと、外国
語、特に英語に触れる機会を日常的に学生らに提供
していく環境作りも、より重要になってくるものと
考えられる。
ところで、本学ではスクールモットーである
「Mastery for Service」と基づき国内外問わず、よ
りグローバルな視座に立った「世界市民」の育成に
力を注いでおり、2014年度からは文科省のスーパー
グローバル大学事業の一環である「グローバル化牽
引型大学」24大学の校に制定されるなど、より
「海外」を身近に感じやすい学習環境に軸足を置い
ていることは言うまでもない。この「グローバル化
牽引大学」とは、端的に言うと「大学教育の国際化
のモデルを示す｣注2)高等教育機関であり、「これま
での実績を基に、新たな取り組みに挑戦し、日本の
グローバル化を牽引する」とされている注3)。しか
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しながら、本学部の現状に目を転じて見ると、今後
益々必要不可欠となるであろう英語教育の担い手で
ある教員育成プログラムは、現時点では具体的には
特に何も示されていない。また併せて、「グローバ
ル化牽引型大学」の構成員として不可欠な、学生
個々の外国語教育やそれらを日常化するような環境
整備も、まさにこれから、と言う初期段階にあると
言えよう。
こうした、真の「グローバル化」に向けて、やや
「枠組み」のみ先行している感のある本学部におい
て、過去20年以上に亘って継続して来た国際交流事
業について整理し紹介することは、「大学教育の国
際化のモデル」の一つとして、また高まる小学校英
語教育へのニーズに応えうる教員養成のための一例
という観点からも、一定以上の価値はあるものと考
えられる。
そこで本稿では、1993年から独自に始めた国際交
流活動のうち、特に過去	年間の学部
年研究演習
授業（以下、
年ゼミ）内の海外研修旅行を紹介し、
今後の本学部における「国際化のモデル」授業の一
助とすることを目的とした。
［］年研究演習授業における海外研修
旅行概要：
（）小史：
ここでは、本稿で取り上げる、学部
年ゼミ授業
における海外研修旅行の始まりから現在までの経緯
について、簡単に触れておきたい。
1992年月、米国ワシントン州スポケーン市
（Spokane, Washington、USA）に 位 置 す る
Whitworth University（当時は、College）の、体
育学 Russ Richardson 教授（現在 University of
Montana Western 教授兼体育局局長。92年当時は
准教授。）が、約ヶ月の予定で、当時Whitworth
の日本姉妹校であった北陸学院、四国学院等の教育
機関を視察訪問する途上、本学部（当時は聖和大学）
を訪れた。これにより、Richardson 教授自身の指
導する体育学科スポーツ医学専攻学生らの海外研修
プログラムと、旧聖和大学タッチフットボール部の
米国遠征を合同で実施する計画が立案され、まず93
年
月、37名の部員及びチアリーダーがスポケーン
の地に降り立った。そして翌 94年	月には、
Richardson 教授の率いる14名のアメリカ人学生が
来西することとなった。これ以後、日本側からは96
年、98年、2000年、02年、04年、06年、08年、10年、
またアメリカ側からは、97年、00年、03年、05年、
07年と、日米合わせて合計15回に及ぶ交流が実施さ
れた。こうした、細くとも長い両大学の関係は、
2009年以後旧聖和大学そのものが本学教育学部と
なってからも継続しており、
年ゼミ独自の海外交
流プログラムの一環として、11年以後16年度まで合
計回、またアメリカ側からは、Richardson 教授
の後を継いだ Todd Sandberg准教授により、11年、
13年、16年と
回に亘り学生グループが本学部を訪
れており、微力ながらも両校の継続的な国際交流事
業に寄与している。
（）スポケーン市との関わり：
Whitworth University の位置するスポケーン市
は、本学の位置する西宮市と1961年以来国際姉妹都
市関係にあり、様々な分野での交流活動が頻繁に行
われている注4)。特に、1989年に武庫川女子大学が
現地分校（Mukogawa Fort Wright Institute）を設
立し、その存在は地域コミュニティにも広く認知さ
れている。また、両市内公立小学校11校が姉妹校提
携を結んでおり、中高生レベルでの交換留学も定期
的に行われるなど、教育関連での継続的な交流が顕
著 で あ る。尚、Sandberg 准 教 授 が 指 導 す る
Whitworth University は、1990年旧聖和大学教育
学部が姉妹校提携を結んだ経緯を引き継ぐ形で、
2013年より本学の海外協定校として認可されてい
る。
（）特に過去年間に交流を行った現地教育機関
について：
ここでは特に、2011年度から15年度までの過去	
年間に
年ゼミ生が実際に現地スポケーンで訪問
し、子どもたちとの交流の機会を持った幼稚園や保
育所、また公私立小学校等現地教育機関について述
べたい（表参照）。
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①保育関連施設：
．Whitworth Early Learning Center（EC3、写真
、写真は2013年度研修）：
本研修の米国側受け入れ先である Whitworth
University は、米国長老派教会により1890年に創立
された私立中規模大学であるが、EC3はその同じ
キャンパス内にある Whitworth Presbyterian
Churchの付属施設として位置付けられた保育施設
である。EC3では、子どもたちの年齢に合わせ以下
のつのプログラムが用意されている注5)。
ａ．Infants：生後ヶ月〜満歳未満
ｂ．Toddler：歳〜歳未満
ｃ．Potty Training：歳〜
歳未満
ｄ．Preschool：
歳〜歳ヶ月未満
ｅ．Pre-K：歳ヶ月〜	歳ヶ月未満
ｆ．School Age：	歳〜12歳まで
保育時間は、Preschoolerまでは、月水もしくは
火木の週回午前時〜11時30分のプログラムが用
意されている。また Pre-Kの子どもたちのために、
月水金の週
回午前時〜11時30分、もしくは午後
12時30分〜
時までのプログラムも用意されている。
．Little Holland Daycare and Preschool（写真、
写真は2014年度研修）：
多くの Daycare は、所謂未就学児の保育をその
主たる役割としているのに対して、Little Holland
の最大の特色は、主担当の Vickie Thompson氏が、
通常の Daycare では困難な Preschool としての役
割も重視し、通常の保育の中にワシントン州の基準
に準拠した幼児教育プログラムを提供している点で
あろう注6)。Little Holland では、大きく分けて全日
（Full Day）と半日（Half-Day）にプログラムが分
けられている。まず、全日プログラムは、午前時
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注5）2014年度版Whitworth EC3 Brouchureより。
注6）Little Holland Daycare & Preschool handout for parentsより。
公立小学校：
Adams
Brentwood
2011 20152012 2014
年度
教育機関
2013
○
○
○
○
○
○
保育所・託児所：
○
Litte Holland Daycare
Whitworth EC3
○Evergreen
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○Prairie View
○○Indian Trail
○○
○Pride Prep
公立チャーター校：
○○○Northwest Christian
私立小学校：
○Spokane International
○○ホームスクーリング：
○○○Westgate Christian
○○
表 過去年間（2011年度〜15年度）の年ゼミ海外研修における現地訪問教育機関（ABC順）
写真
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30分から午後	時30分、もしくは、午前時から午
後	時となっている。半日プログラムは、午前時
から午後12時、午後12時から午後	時までのプログ
ラムとなっている。また、就学児は、早朝まず
Little Holland に保護者と共に登園した後、就学時
間になると巡回して来るスクールバスにて近隣の公
立小学校へ登校し、放課後再び Little Holland にバ
スで送り届けられ、夕方保護者が迎えに来るまで過
ごしている。
②初等教育機関：

年ゼミ研修旅行では、表に示した通り、過去
	年間にのべ校の公私立小学校を訪問し、児童ら
との交流を図って来た。その交流内容詳細について
は後述することにして、ここではそれら小学校のう
ち、	年連続で訪問している Brentwood Elementary
School（公立）と Northwest Christian Schools（私
立）、さらに現行の我が国の初等教育では見受けら
れない公立チャーター校について簡潔に述べたい。
．Brentwood Elementary School（写真
、写真
は2011年度研修）：
Brentwood Elementary School（以下、Brentwood）
は、スポケーン市北西部、ちょうど Whitworth
University メインキャンパスの裏手に位置する公立
小学校である。学校周辺は、緑濃い静かな住宅地
で、近くに大規模なショッピングセンター等商業施
設が点在しているものの、学校そのものは公立公園
と地続きな安全な環境に位置する。全校児童数は
511名で、そのうち約85％を白人系児童が占めてい
る1)。
Brendwood には、2000年の当時の旧聖和大学グ
ループとの交流時より途切れることなく日本人学生
が訪れており、当時より主に Doug Beckman 教諭
の担当する
年生クラス、及び Sandy Heupel 教諭
の体育実技クラスにおいて児童との交流活動を続け
ている。
．Northwest Christian Schools（写真、写真は
2012年度研修）：
NorthwestChristian Schools（以下、NWCS）は、
元々は保育施設及び幼稚園から小学校までが市内中
心部に位置し、中学及び高校が市郊外北東部の
Colbert に位置していたが、2012 年 に全校が
Colbert に集約され現在に至っている。中学までの
児童園児数は479名と、他の公立小学校に比べやや
小規模であるが、我が国同様何世代にも渡って
NWCS卒業生現役生が存在する私立の名門校であ
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写真 写真
写真
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る2)。NWCS では、例年 Pam Barns 教諭の体育実
技授業への参加を通して、児童との交流を継続して
いる。
．チャータースクール（Charter Schools、写真	、
写真は2015年度研修）：
チャータースクールとは、公設の民間運営校で、
語学教育や理数系のみ、または文系のみ等、既存の
カリキュラムに捉われない新しいタイプの初等中等
教育機関である注7）。現在、ワシントン州には、幼
稚園から高校レベルまでのチャータースクールが12
校あり、そのうちの校がスポケーン市に存在して
いる3)。まず Spokane International Academy は、
特に外国語教育及び海外文化に特化した教育を、幼
稚園から中学
年までの10年一貫教育を行ってい
る注8)。
また PRIDE Prep は、大学教育準備校として、約
140に及ぶ様々な分野に、個々の生徒が独自の視点
や学び方で取り組む、自学自習のカリキュラムを構
築している、いわば先端的かつ超未来型の学校であ
る注9)。
［］研修内容骨子とその検証：
（）教育活動：
本節では、
年ゼミ研修旅行の具体的な内容につ
いて紹介し、参加学生の感想を交えながら、その反
省点及び今後への課題等につき検証を加えたい。表
に、2015年度の
年ゼミ米国研修旅行のプログラ
ムを示した。これから明らかな通り、例年プログラ
ムは一部例外を除いて、午前中に幼児教育保育関連
含め教育施設の視察訪問や子どもたちとの交流を行
い、午後以後は観光等現地での活動に当てている。
2015年度は特に、公私立小学校やチャータースクー
ル併せて校、保育所託児所各園、さらにホーム
スクーリング等、合計教育機関と17人の現地教員
の授業や保育プログラムに触れる機会を得た。こう
した教育機関への訪問やその数については、例年現
地コーディネーターである Whitworth University
の Todd Sandberg准教授に一任している。ちなみ
に、2014年度に訪問した教育機関は、保育所、託
児所、公立小学校
、私立小学校の合計教育
機関を訪れている（表参照）。
例年、参加学生には、こうした教育機関訪問時に、
日本の伝承遊びをアメリカの子どもたちに自らの英
語力で紹介しながら、遊びを共有することを通して
の国際経験を養うよう指導している。また併せて、
参加学生がアメリカでも人気のある流行歌を合唱し
たり、よさこいソーラン節等を披露したりと、全体
でのパフォーマンスも事前準備することを強く奨励
して来た。表
に、過去	年間の研修におけるこれ
ら伝承遊び及び全体パフォーマンスについて示し
た。
（）ホームステイ：
また、こうした教育機関の訪問及び子どもたちと
の交流活動以外にも、一週目の終わりに、アメリカ
の家庭生活を体験するために、学生は人組に
なって泊
日の週末ホームステイを体験してい
る。例年ホストファミリーを引き受けて下さってい
るのは、Sandberg准教授ご夫妻の友人関係及び近
隣住民であり、そうした Human networking によ
り支えられていることが幸いし、世間一般の交流プ
ログラム等でしばしば課題となる、ステイ先との些
細なトラブル等は皆無である。学生たちは、個々の
拙い英会話力を文字通り全身で駆使して、アメリカ
人家族との生涯忘れ得ない貴重な体験をさせていた
だいている。
先端的な教育学研究演習授業の実践とそのグローバル化への試み
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 8号／
藤木大三  校
177
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3）Washington State Charter Schools Associationより http://wacharters.org/enroll/
注8）http://www.spokaneintlacademy.org より
注9）http://www.prideprepschool.org/#/program/より
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/17
MONDAY
AM
------
Dinner
Arrive 1:16pm (Alaska 684) ------
/21
PM LunchDate
------
Breakfast
Motel
6-7:30 pm : Welcome Reception :
Ballet Loft in the FieldHouse, (cookies
and soda)
5 pm : ASWU Meeting
NWC
Gretchen Cooper : 9-9:45am (3rd grade, 124)
Pam Barnes : 9:50-11:35am
2/15
Brentwood : with Doug and Fran : 10-11:35a.
AM K : 9:20-9:55a
PM K : 1:30-2:30p
/16 Motel
Motel1:00pm in the Cafeteria
Prairie view Elementary : (5th grade)
7:30pm : Dodgeball game at U-Rec
Spokane International Academy : with
Travis Franklin (Head of School)
K, 1st and 6th grades
9a-11a
/18
w/hostMotel5pm : Leave for Home stayEvergreen Elementary :
Mrs. Hainline : 9:20(ish)-10:30a (3rd)
Mrs. Meehan : 10:30(ish)-11:30a (1st)
Recess : 11:50-12:20
Lunch : 12:20a or 12:50p
Mr. Watts : 12:50-1:50p (5th)
/19
w/host
8pm Teachers of Tomorrow Club :
Dixon 206, there will be food.
w/host
w/hostw/hostw/hostw/hostw/host/20
Sandbergʼs houseMotel6pm : Chili feed at the Sandbergʼ s
house
*Meet students traveling to Japan in
May.
Japanese 102 class with Sensei Harumi
Norasakkunkit : 10:25a to 11:35a
/22
w/hostw/hostw/host
MotelHome School observation :
Jenny Sandobal
1:30pm to 3:00pm
Little Holland : 10:00am to Noon/23
1:00-2:45pm Pride Prep School :
**Possible WU Playoff Basketball
game. (game time 7pm)
Open/25
Motel7pm Chiefs Hockey GameEC3 : 9:00a to 12:00p/24
/27
MotelOpen/26
Motel
airportLeave for Japan (Alaska Flight 689, 9:45a
departure)
/28
Can begin cooking
at 4:30p.
Motel5-8pm : Farewell Potluck at
Whitworth
Open
表 2015年度年ゼミ米国研修旅行詳細スケジュール
2013年度
かるた、
折り紙
かるた、
折り紙
教育活動（伝承遊び）
2015年度
Justin Beaber “Baby” 他
曲合唱
全体パフォーマンス
Frozen, “Love is an Open door” 他	曲合唱、
よさこいソーラン節パフォーマンス
福笑い、
折り紙
2014年度
One Direction, “Live where we young”
他曲合唱
High School Musicalパフォーマンス
他曲合唱
とんとん紙相撲、
折り紙
2011年度
めんこ、だるま落とし、
折り紙
Taylor Swift, “We are never ever getting
back together” 他	曲合唱
2012年度
表 過去年間の現地教育機関での教育活動及び全体パフォーマンス
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（）Whitworth University Japanese Class（写真
、2013年度研修より）：
Whitwoth Universityの基礎日本語講座を指導す
る Harumi Norasakkunkit先生の協力により、例年
ゼミ生が授業に参加させて頂きながら履修学生との
交流を行っている。授業は、まずアメリカ人学生と
ゼミ生が自己紹介を兼ねて対での対話から始め
られ、その後クラス全体でフルーツバスケットや
ジェスチャーゲーム等を通して、お互い英語や日本
語を交えてのコミュニケーションを深め合う充実し
た機会を体験させていただいている。
（）Whitwoth UniversityEducation Club（写真、
2015年度研修より）：
2015年度の研修旅行では、Whitworth University
の教育学部生らとの交流会が開催され、お互いの日
常の学生生活や授業内容、実習等様々な事柄につい
て熱心に意見交換する機会を得た。ゼミ生らは、訪
問した小学校で児童らと給食を共にする機会にも恵
まれたが、日本と異なり僅か20分程で食事を切り上
げなければならない現状や、食事量や種類の割に高
額な給食費への疑問等をアメリカ人学生らに投げか
けていた。またアメリカ人学生らからは、日米の教
育実習の相違等について熱心な問いかけがあり、お
互い似て非なるそれぞれの教育制度や学部における
授業カリキュラム等、それぞれが今直面している現
実について、非常に実りのある時間を共有すること
が出来た。
（）研修旅行の教育的意義について：
前述したように、本研修旅行に参加するゼミ生た
ちには、毎年日本の伝承遊びを、特に現地小学校児
童たちに指導し、単に英語力の有無にとどまらな
い、本学部内では経験不可能な「海外での授業指導」
を実体験させている。一口に英語での指導と言って
も、当然そうした経験が皆無の学生たちにとって、
アメリカの教育事情含め各小学校で実際に指導する
学級の予備知識等一切無い状態からのスタートは、
大きな挑戦である。加えて、本研修旅行への参加人
数が多ければ多いほど、各自まず日々のスケジュー
ル調整に手間取るため、事前準備や指導練習等の共
通時間を持つこと自体に不要な時間を費やし、肝心
の教育活動着手や具体的な準備まで、例年なかなか
計画通りには進まない。しかし一方で、こうした
「一つのことを成し遂げるための全員の協力」を実
体験することこそ、通常の授業や学生生活では味わ
うことのない、真の意味での「他者受容」であり各
自の内面的な成長にもつながるものと思われる。そ
うして、個々の協力により集団として機能する実体
験を、表
に示したような様々な伝承遊びという形
で体現することは、英語力の有無だけでは推し量る
ことの出来ない、ゼミ生同士の連体感や帰属意識の
向上に大いに役立っているものと考えられる。
同時に、将来教員となった時に、学級担任として
子どもたちをまとめ、より円滑な学級経営を進めて
いく上で自分自身が実体験したことに立脚した、よ
り説得力のある指導が可能となるであろう。また、
表に、ゼミ生が卒業後の進路として教員を選んだ
かについて、本研修参加前に口頭で尋ねた結果と比
較して示した。これにより、不明確だった将来につ
いてのビジョンが、研修参加を通してより明確に
なったことが推察され、こうした観点からも、本研
修が学生に与える影響は大きく、教育的にも意義深
先端的な教育学研究演習授業の実践とそのグローバル化への試み
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いものと思われる。
本海外研修では、参加ゼミ生全員に、週間目の
終わり、ホームステイ直後、そして研修最終日頃を
メドとして、当該スケジュールを鑑みながら〜

回自由記述形式でレポート提出を義務付けている。
特に最終レポートでは、実際に訪問をして、児童や
園児らと交流をした全小学校と幼児保育施設それぞ
れに対する総括を、研修旅行全体の振り返りと併せ
て記述させている。以下に、それら学生感想骨子を
抜粋し紹介する。
．幼児保育関連施設について：
まず幼児保育関連施設に関しては、園児を取り巻
く環境や、現地教員の子どもたちへの関わり方の相
違についての意見感想が多かった。ここでは、14年
度と15年度に研修旅行に参加した幼児教育専攻の学
生名（いずれも女子）の感想骨子を紹介する。
「印象に残ったことは、日本ではマナーが悪いと
考えられやすい教師の座り方や子どもたちとの関わ
り方が普通にされていたことである。これを文化の
違いと捉えてしまえばそれまでだが、私たちも含め
て日本人として日本で生活していく者として、アメ
リカで生活する人たちと、求められていることがま
ず異なっていることに気づかされた。また、日本に
ないことで、取り入れられたら良いことや、あれば
良いのにと思う文化はあるが、それをそのまま形で
取り入れようとしていた部分が、私自身にあること
にも気づかされた。ここスポケーンで知った多くの
相違点を、どういう形で支援し日本に取り入れてい
けば良いのかを、これから学んで行く必要があると
感じた。『個』を大切に、と言われながらも、それ
がどれだけ厳しく難しいことか、については、多く
の人たちが感じていると思う。幼い子どもたちが、
どんな人格を持って成長して欲しいのか。これから
も、広いビジョンを持って、関わりを深めていきた
いと思う（14年度女子幼児教育専攻学生）。」
「特に感じたことは、教員の数に対して子どもた
ちの数が少ないということだ。これは、保育の立場
から考えると、すごく保育にしやすい環境だと実感
した。工作をしていても、同時に同じテーブルで活
動をし、保育者が人ひとりの子どもの進度に合わ
せてフォローや声かけをしている姿を見て、子ども
のための保育、という印象を強くした。日本では、
30人ほどの子どもたちに対して先生が人という、
アメリカでは考えられないような比率だが、いかに
工夫をして大人数であっても少人数の子どもに対し
て行うのと同様、細かく丁寧に子どもを見ていく必
要があると思った（15年度女子幼児教育専攻学
生）。」
．公私立小学校について：
小学校訪問後の感想では、早くから個性を助長す
ることの是非を含め、日本人的な集団を重んじる教
育について言及している感想が多かった。学生から
は、アメリカの自由な雰囲気での小学校教育に触れ
る機会を得られたことへの新鮮な驚きを感じつつ
も、日本が長年築き上げてきた学級経営や教育方法
を概ね肯定的に捉え、日米の長所を今後取り入れて
いく柔軟な教育環境の整備が理想との感想が多く見
受けられた。以下に、同じく14年度と15年度に研修
旅行に参加した初等教育専攻の学生名の感想骨子
を紹介する。
「アメリカの子どもたちは、自己表現能力が高く、
積極性があるように感じた。休み時間に子どもたち
と遊んだ時、こちらが難しい単語や言葉を使わなく
ても、簡単な英語で会話が出来ることが、とても新
鮮だった。またタッチフットボールやサッカーやバ
スケットボールなど、スポーツをツールとすれば、
教育学論究 第号 2 0 1 6
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表 ゼミ生の研修参加前の教員志望者と現教員者数の比較
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言葉は不要なのだと、改めて感じる事が出来た。ま
た特に印象深かったのは、子どもたちの休憩時間
に、教師は子どもたちと遊ぶのではなく、主に安全
管理に努めていたことである。また、登校時より多
くの保護者が学校内に入り、ボランティアとして子
どもたちを教えていることにも驚いた。こうした様
子を見て、子どもたちの安全管理が日本以上に徹底
していることと、保護者も教師と一緒になって子ど
もたちの教育に関わっていることに気づかされた
（14年度男子初等教育専攻学生）。」
「個人の自由を尊重する部分が多く見られた。一
方で、日本同様 “けじめ” を必要とする場面では、
先生もきちんと指導していたのが大変印象的だっ
た。日本では考えられないほどルーズな部分もあ
り、正直驚いたが、楽しいばかりではなく、スイッ
チの切り替えや、例えば手を叩いたり笛を鳴らした
り、一度集合をかけたりと、個々だけではなく組織
や集団としての部分も見ることが出来たことは、今
後の指導にとても役立つ経験となった（15年度女子
初等教育専攻学生）。」
［］今後の展望（まとめに代えて）：
本稿では、1993年に端を発し、特に2011年度から
は本学部
年教育学研究演習授業の一環として継続
している海外研修旅行について、過去	年間に亘り
その概要や教育的意義について総括的にまとめるこ
とを試みた。現行の本学部
年ゼミ授業全体を見渡
しても、当該ゼミに所属する学生の大部分が参加し
ての海外研修研旅行は見当たらず、いわゆる SGU、
Super Global University と し て の 全 学 的 な
Outbound志向が高まり、各学部に見合ったグロー
バル化の必要性が年々増加している中で、本プログ
ラムの果たすべき役割や教育的意義は少なからずあ
るものと考えられる。
また、世間一般に見られるような、国際交流を専
門とする学内部署が、全学規模で参加学生を予め募
るものの、実質的な内容は海外とのパイプのある外
部民間業者に委託するような形式とは一線を画し、
本プログラムは長年の交流により築き上げられて来
た Human networking に基づき、結果として現地
の幼児教育や初等教育機関を数多く訪問することが
可能となっている。周知の通り、銃社会のアメリカ
では世界を震撼させるような銃器がらみの大きな殺
傷事件が断続的に発生している。従って、地域住民
を取り巻く環境は日本とは比べものにならない程危
険が伴うため、本プログラム現地渡航先であり比較
的治安の良いスポケーン市であっても、教職員や保
護者問わず、学校関係者からの部外者や訪問者へ向
けられる視線は、一様に厳しい。そうした中、
ニューヨークやロサンゼルス等アメリカの主要大都
市ではない西海岸北西部の中都市に、約25年近く途
切れることなく日本人学生が出向き、現地アメリカ
人園児や児童らと直接触れ合いの機会が持てている
ことは、グローバル志向の強い本学においても、先
端的な教育実践例の一つとなり得るものと思われ
る。
一方で、本稿では
年ゼミ生の英語力の有無につ
いては詳細に論じなかった。その主な理由は、この
研修旅行の趣旨が、単に個々人の客観的な英語コ
ミュニケーション能力の向上ではなく、あくまでも
将来教育の現場に赴く学生個々が、自身の未来に役
立つプラスの糧を得ることであるからに他ならな
い。そうした観点に立てば、研修後に多くの学生た
ちが現地での様々な体験を以後の英語学習への動機
付けとし自己研鑽に励んでいることは、2018年以後
英語が教科化し、英語コミュニケーション能力の必
要性が倍増する小学校現場において、彼らが学級を
担う立場となった時にも少なからず役立つであろ
う。
さらに、現地教育機関での日本の伝承遊びを交え
ての子どもたちとの交流体験は、以下の二つの観点
からも教育的意義があるものと考えられる。
まず一点目として、表
に示したような、カルタ、
とんとん紙相撲、メンコ等古くから日本で行われて
来た遊びに、そもそも多くのゼミ生が慣れ親しんだ
経験が不足しており、それが却って研修旅行に向け
て、古い日本の遊びを一から学び直し、工作をしな
がら制作をし、また全体としての進行や指導方法を
企画しながら完成させていくという動機付けとなっ
ているということである。北口4)は、我が国の教育
政策としての国際化は必然であり、今後は海外留学
経験のある教員・保育士養成の重要性は益々増加す
ると述べているが、そうした人材の育成は、本学部
先端的な教育学研究演習授業の実践とそのグローバル化への試み
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においても急務であることは自明であるものの、単
に英語コミュニケーション能力にのみ長けた「語学
力のある」教員育成ではなく、こうした伝承遊び指
導体験のように、あくまでも日本人としての感覚や
我が国固有の遊びを他言語で実践指導出来る。そう
いう日本の伝統文化継承にも重きを置いた、海外の
教育現場への発信は、本学部のアイデンティーを高
める意味でも重要であろう。
そして二点目として、こうした遊びの創造や企
画、運営、そして慣れない英語での指導という、本
研修に伴うゼミ活動の全てが、将来幼児教育保育や
小学校教育の現場に赴き、クラス運営に携わり、
様々な境遇の子どもたち一人一人を受け止め、また
彼らをまとめ導き育てていくという、ゼミ生個々の
教育者としての将来にも直結しているということで
ある。大学
年生ともなると、授業以外の時間に共
通の時間があること自体稀であり、研修参加者全員
が事前準備のための時間を合わせることは、その参
加人数に比例して困難を極める。そのため、参加学
生はお互い連絡を密に取り合い、それぞれのスケ
ジュールをやり繰りして、そうした「共通の時間」
を決めることから始めなければならず、往々にして
意見対立が起こり、時には小グループに分裂する
等、普段の授業では考えられない程の心身の消耗を
経験する。従って、そうして苦労を重ね、様々な紆
余曲折を経て完成させた伝承遊びや、合唱やダンス
等パフォーマンスには、ひときわ愛着も湧き、長く
忘れることがない。と同時に、一致団結することの
困難さや達成することの喜びを、将来教師となった
時に、自ら実体験した者として、児童たちにより説
得力ある言動で伝えて行くことも出来るであろう。
今後は、我が国では殆ど見られないチャータース
クールの実情と、実際にそこでボランティア教師経
験を積んだゼミ生の活動実績について、また併せて
表現活動をテーマとした、ゼミ生と現地児童との国
際共同企画プログラム実現に向けての試み等につい
て考究したい。また、本プログラムの成果として、
現在アメリカのみならずオーストラリアやニュー
ジーランド、シンガポール等現地教育機関に奉職す
る卒業生らの動向等についても触れ、本学部のさら
なるグローバル化への一助と出来るよう、微力なが
ら寄与して行きたい。
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